
１はじめ に  

 

舞姫の登 場人物に ついて語 られる議 論といえ ば、  

周りの友 達は豊太 郎と相沢 について のことば かり…  

エリスが どうのこ うのとい った議論 はあんま りされて ません。  

このまま じゃ何か 面白くな いッ…て ことで思 い付いた のがこの テーマ。  

「舞姫を エリス視 点でリラ イトして みる。」  

どうせな らエリス に対して 思いっき り違う印 象を受け てもらい ましょう ってこと で。  

一応、ス トーリー 的には舞 姫と同じ ようにな っていま す。  

ただし、 エリスに 対して好 印象を持 っている 方は要注 意です。  

おそらく イメージ を崩壊さ せてしま いますか ら。  

この文章 を読んで エリスの 見方を１ ８０度変 えて頂け ると光栄 です。  

それでは 、どうぞ 。  

 

 

２本論  

 

薄暗い闇 のもと、 今日もま た一日が 過ぎてい く。  

門の下に はうなだ れる私が いるだけ だ。  

 

今日はは っきり言 って良く ない日だ った。  

そもそも 、私の人 生の中に いい日な んて滅多 にない。  

どうして かといえ ば、私は 一日の殆 どを劇場 の中で過 ごしてい る。  

踊ること だけが私 の仕事だ 。  

ちなみに 、性格の 悪い座長 に叱られ てばかり である。  

 

「まった く。   座 長なんて 何でこの 世にいる のやら… 」  

 

ふと悪口 をもらす 。虚しい だけだっ たが。  

まぁ仕方 のない話 だ。私は いつもの 場所で落 ち込んで いるだけ なんだか ら。  

…何もす ることが ない。  

悩んだ挙 句、とり あえず思 いっきり 泣くこと にした。  

少しは気 分が晴れ るかもし れない。  

 

―――― ―「あの …大丈夫 ですか？ 」  



 

突然の声 に思わず 体をびく りと震わ せる。  

どうやら 泣いてい るのを見 られたら しい。  

おそるお そる声の 方を向い てみた。  

 

「初めま して。泣 いている ところ失 礼します 。」  

 

声の主は 見慣れな い東洋人 だった。 見た感じ 二十代半 ばといっ たところ か？  

それにし ても、達 者にドイ ツ語を話 す。  

 

「あの… どなた？ 」  

 

とりあえ ず尋ねて みる。  

 

「これは 失礼。私 は太田豊 太郎とい います。 日本から 来ました 。  

 通りか かったと ころ、何 か困って いるみた いでした ので…  

 ともか く、力に なれるこ とがあっ たら何で も言って ください ね。」  

 

…初対面 だという のに人が いいこと だ。  

何はとも あれ悪人 ではない らしい。 一度話を してみる 。  

 

「私はエ リスと申 します。 どうか力 を貸して ください 。」  

 

そう言っ て私は困 っている ことの事 情を話す 。  

父が死ん だこと。 お金に困 っている こと。そ の他もろ もろ。  

彼は真剣 そうな顔 をして私 の話を聴 いていた 。  

しばらく して、彼 はこっち に向かっ て笑いか けた。  

 

「とりあ えず家ま で送って 行きます 。ここじ ゃ落ち着 かないで しょう。  

 泣いて いるとこ ろなんて 人に見せ るものじ ゃないで すから。 」  

 

…初対面 だという のに本当 に人がい いことだ 。  

本当に彼 は私に力 を貸すつ もりなん だろうか ？家に入 れていい のだろう か？  

そんな疑 念さえ浮 かんでく る。  

 



―――― ただ、私 の中の第 六感は違 う印象を 持ってい たらしい 。  

「この人 は信用し ていい。 」  

 

 

私は彼を 家へ連れ て行くこ とにした 。  

家といっ てもマイ ホームと いうわけ ではなく 、座長も いるんだ けれど。  

早足に彼 を家まで 連れて行 き、そっ と扉を開 ける。  

座長に見 つからな いためだ 。  

人を連れ ている姿 なんて座 長に見つ かったら どうなる かしれた もんじゃ ない…  

 

「うげッ ! !  座 長 !」  

…思わず 叫びそう になった 。  

 

扉の向こ うに座長 が立って いたのだ 。  

相変わら ず、むす っとした 愛想の悪 そうな顔 をしてい る。  

今日は人 を連れて いるとい うだけあ って、と ことん機 嫌が悪そ うだ。  

座長は見 向きもせ ず私たち の横を通 り過ぎ、 扉の前へ と向かう と、  

思いっき り扉を閉 め切った 。  

 

…当然な がら、轟 音が鳴り 響く。  

あまりの 音に座長 も飛び上 がってい た。  

座長はそ そくさと 奥へと帰 っていく 。  

 

「馬ッ鹿 みたい。 」  

彼には聞 こえない ようにそ っと悪態 をつく。  

一方の彼 はという と、その 場で呆然 と立ち尽 くしてい た。  

まぁ…当 然といえ ば当然の 反応なん だろう。  

座長には 初めて会 ったこと なんだし 。  

 

「ちょっ と気の毒 な気がす るかなぁ …」  

そう思い ながらも 、彼を自 分の部屋 へと招く 。  

 

ともかく 、改めて 話をする ことにし た。  

さっき話 した内容 に加え、 座長のこ とも話し ておく。  

今の彼な ら間違い なく座長 の酷さは 理解して くれるだ ろうし。  



 

「哀れな 私にどう か力を貸 してくだ さい。」  

私は祈る ような目 付きでは らはらと 涙を流し ながら語 りかける 。  

 

実はこの 姿、私が 人に頼み 事をする 時の必殺 ポーズだ ったりす る。  

ちなみに 、この姿 の私を前 にして私 の頼みを 断れた男 はいない 。  

…座長以 外。  

 

しばらく 悩んだ後 、彼は彼 は時計を 外して、 これを売 りなさい と言う。  

どうやら 彼もまん まと罠に はまった ようだ。  

表現に若 干聞こえ の悪い感 じがする のは気に しないこ と。  

 

何はとも あれ、彼 は私のこ とを本当 に心配し てくれて いる。  

ありがと うござい ますと言 う私の顔 が微笑ん でいた。  

もちろん これは演 技ではな い。  

 

「それじ ゃあ、ま た。」  

彼が別れ の握手を しようと 右手を差 し出す。  

 

私は少し ためらう 。そして 、彼の手 を握って 手の甲に キスをし た。  

うん。つ まりは、 最高の敬 意を表す 挨拶をし たのだ。  

彼は照れ 臭そうに 笑顔を見 せる。私 も満足気 な顔をす る。  

 

これを書 くのは今 更な感じ もするが 、私は彼 が嫌いじ ゃない。  

こんなひ ょんな出 会いもあ るっても のだ。  

 

「うん。 これでい い。」  

私はそっ と自分に 言い聞か せた。  

 

 

―――― その後、 私と豊太 郎は幸せ な日々を 送ること になる。  

母と一緒 に生活し 、少ない 給料を分 かち合う 毎日だ。  

以前の私 にはたま らなく羨 ましいに 違いない 。  

この暮ら しがずっ と続けば いい。彼 もそう思 ってくれ ている。 その筈だ 。  

 



でも、そ んな日々 は永くは 続かなか った。  

彼の友達 と名乗る 相沢とい う男がや って来た その日。 私の世界 は変わっ た。  

豊太郎は この国を 去る。そ う伝えて いったの だ。  

 

 

―――― 彼は数週 間ぶりに 目を覚ま した。  

前に高熱 で倒れて 以来、ず っと寝込 んでいた のだ。  

彼からす れば、感 動の再開 といった ところだ ろう。  

もっとも 、今の私 には関係 のない話 だが。  

 

「エリス … !」  

 

彼が私を 見つけて 思わず声 を上げる 。  

対する私 は不機嫌 そうに彼 を見つめ る。  

本来なら 涙でも流 して抱き かかって いるとこ ろなんだ ろうが、  

今の私は 別の意味 で彼に飛 び掛りそ うである 。  

 

私は改ま った口調 で彼の名 前を呼ん だ。  

「豊太郎 。」  

彼が不思 議そうに 私の方を 向く。  

 

まさかこ の男は私 が帰国の ことを知 っている ことなど 夢にも思 っていな いのだろ うか？  

思わず腸 が煮えく り返りそ うになる 。  

 

「この間 、相沢さ んって人 がこの家 へやって 来たの。 」  

 

彼は私が 何を言い たいのか 悟ったの だろう。  

みるみる 内に彼の 顔が青に 染まって いく。  

 

都合によ りこの話 はここで おしまい 。  

 

 

３まとめ  

 

長い文章 お疲れ様 でした。  



時間と気 力の都合 上、大き な中略が あります がそこは ご勘弁く ださい。  

僕が言い たいこと とは読ん でいて何 となくわ かったか もしれま せんが、  

エリスも 悪い奴に 成り得る んじゃな いのって ことです 。  

実際のと ころ豊太 郎に頼っ てばかり なんです から。  

これを機 に、エリ スに関す る議論が 増えてく れないか なと願い ます。  

最後に、 森鴎外の 舞姫の世 界を壊し てしまっ たことを 詫びてお きます。  

すみませ んでした 。  


